
平成 29 年度「つながる食育推進事業」成果報告書 

 

１ 取組テーマ 

学校・家庭・地域の連携による奥野田健児の育成 

 

「学校・家庭・地域の連携による奥野田健児の育成」を達成するために，学校・家庭・地域も含

めたチーム学校体制で食育推進に取り組む。この目標を達成するために以下のつながりによる手だ

てを考えた。 

  

＜学校と家庭・地域・行政とのつながり＞ 

・「一人一鉢栽培」や「お弁当の日」などの共に学ぶ活動を家庭において行うことにより，児童

の活動に家庭や地域も積極的に関わる場をつくる。 

・ＪＡフルーツ山梨とは「一人一鉢栽培」「野菜教室」等で連携をとり，行政とは「レシピ集」

の作成，「親子料理教室」,「食育カルタ」の活用などを通して，児童及び家庭の食習慣の改善

・向上を目指す。また，学校給食センターとは，児童が栽培した野菜の利用，施設の見学，給

食献立を活用した指導の充実で連携し，食育を推進する。 

 

＜学校内のつながり＞ 

・栄養教諭が中核となり，管理職，研究主任と食育推進のための体制を構築する。 

・栄養教諭，養護教諭，体育主任が中心となり担任と連携する中で，様々な食育の視点について

学習し，食習慣，生活習慣，運動習慣を向上させ，児童の健康づくりを目指す。 

 

２ 推進委員会の構成 

○山梨県つながる食育推進事業推進委員会 

山梨学院大学健康栄養学部教授（委員長），公立学校食育推進研究会会長，公立学校食育推進

研究会栄養士部会長，モデル校教育委員会担当者，モデル校学校長，モデル校栄養教諭（塩山

南小所属モデル校兼務），県企画県民部消費生活安全課長，県福祉保健部健康増進課長，県農

政部果樹・６次産業振興課長，教育庁義務教育課長，教育庁スポーツ健康課長，モデル校所轄

教育事務所指導主事，スポーツ健康課事務局３人  計 15 人 

 

 

受託者名 山梨県教育委員会 

モデル校名称 甲州市立奥野田小学校 

対象学年及び人数 全学年， １３７人 

栄養教諭等の配置 

塩山南小学校に籍を置き，本校を含めた３つの小学校と給食センタ

ーを兼務する栄養教諭が定期的に関わる。具体的には学校の中の研

究組織に入ることによって研究の推進役となる。校内研究会や食育

部会の会議に参加し，中心的な役割をする。 



○甲州市食育推進協議会 

山梨大学大学院総合研究部医学域（山梨大学医学部）〔教授，助教授〕，山梨県教育委員会ス

ポーツ健康課指導主事，甲州市教育総務課〔課長，指導主事〕，甲州市給食センター所長，甲

州市健康増進課〔課長，食育推進担当４人〕，甲州市食育推進会議プロジェクトリーダー２人，

ＪＡフルーツやまなし２人，モデル校〔校長，教頭，教務主任，研究主任，養護教諭，栄養教

諭，給食主任，ＰＴＡ会長，ＰＴＡ副会長〕  計 24 人 

 

３ 連携機関及び連携内容 

連携機関名 連携内容 

山梨学院大学健康栄養学部 推進委員会助言，評価方法 

山梨大学医学部 推進協議会助言，調査・集計・分析・評価 

甲州市食育推進会議 研究活動との連携，学習会の開催 

甲州市役所健康増進課 

甲州市政策秘書課 

甲州市給食センター 

市の食育活動との連携 

広報活動 

研究活動との連携，メニューの作成，見学・研修 

甲州市栄養教職員研究会 研究活動の推進・連携，レシピ集の作成 

東山梨教育協議会 

甲州市内小中学校 

研究活動の共有・連携，活動の公開 

比較データの提供 

ＪＡフルーツやまなし 農業指導，出前講座，生産者との窓口 

峡東ケーブルネット株式会社 広報活動 

ヴァンフォーレ甲府 特別講師による出前授業講師 

山梨県立産業短期大学校 特別講師による出前授業講師 

 

４ 取組前のモデル校の状況 

「これまでの食育の取組状況」 

甲州市では平成 19 年度より市の食育推進計画を策定し，食育推進会議を中心として市内全域で

食育推進活動を積極的に取り組んできている。特に本校においては，平成 21～22 年度は栄養教諭

を配置し，食育事業で研究・推進を行うとともに，市内はもとより県内全ての学校に向けて発信

・普及を行った。平成 28 年度は塩山北小学校においてスーパー食育スクール事業が行われ，本校

は比較対照校として食育に関わった。学校では日々の給食や食育，保健指導を大切にし，担任及

び栄養教諭，養護教諭による指導を行い，給食委員会や放送委員会，保健委員会等による，常時

活動も行ってきた。 

「学校の課題」 

  本校の学区は，果樹栽培を中心とした専業農家と兼業農家が混在し，農地を所有している家庭

も多い。しかし，保護者が農業に携わっている割合は少なく，児童自身も身近に食にふれる環境

があっても，それが自分の成長にどのように関わっているかなどについては意識が薄く，食生活

を中心にした生活習慣が十分に備わっていない児童も見られる。昨年度，比較対照校として協力

した調査の中でも，また全国学力・学力状況調査の結果においても，食事の摂取の仕方・食事内

容には改善の余地があることがわかっている。 

 

 



５ 評価指標の設定について 

（１）共通指標について 

① 児童生徒の食に関する意識に関すること 

ア 朝食を食べることへの価値 

イ 共食をすることへの価値 

ウ 栄養バランスを考えた食事をとることへの価値 

エ ゆっくりよく噛んで食べることへの価値 

オ 食事マナーを身に付けることへの価値 

カ 伝統的な食文化や行事食を学ぶことへの価値 

キ 食事の際に衛生的な行動をとることへの価値 

② 朝食を欠食する児童生徒の割合 

③ 児童生徒の共食の回数 

④ 栄養バランスを考えた食事をとっている児童生徒の割合 

※ 共通指標は、児童生徒アンケートによって測定する。 

（２）独自指標について （○測定方法） 

(1) 生活習慣，食習慣の改善をめざす児童の増加 

【主体的に食にかかわる児童の育成】 

○食にかかわる調査（児童） 

・野菜作りを行う児童・家庭   → 100％ 

・毎日食事の手伝いをする児童  → 85％以上 

⇒全ての項目で比較対象校の状況を上回る 

(2) 運動習慣の改善をめざす児童の増加 

【健やかな体づくりをめざす児童の育成】 

○健康調査（生活チェック） 

・毎日の排便率増加       → 前回調査を上回る 

・睡眠時間の増加（8時間以上）  → 80％以上 

(3) 食習慣と生活習慣改善に取り組む家庭の意識の向上 

【家庭の食にかかわる意識の向上と食の充実】 

○CFQ（子どもの食事に対する親の態度や信念など評価する質問票）の指標改善 

・改善率   → 20％以上 

○食にかかわる調査（家庭） 

・食事の内容を意識し工夫する家庭        → 80％以上 

・毎食，野菜の入った料理を出す家庭       → 90％以上 

・毎日食事作りに子どもをかかわらせる家庭    → 85％以上 

・食事内容の改善体づくりや排便に良い献立改善  → 85％以上 

⇒全ての項目で比較対象校の状況を上回る 

【地域への発信・啓発・普及】 

・授業参観における授業実践公開      → 各学級年間 2回以上 

・行事に地域の方々を招いての生産物の実食 → 全校行事で年間 1 回，学年行事で年間 1 回 

・授業参観日等を活用しての食育講演会   → 年間 1回 

・食育だより，給食だよりの作成と配布   → 年間 6回以上 

・ＰＴＡ新聞，レシピ集の作成と配布    → 年間 2回 

・地元ケーブルテレビでの番組放映     → 年間 3回 

・新聞やテレビへのニュースソースの提供  → 随時提供 

・市の広報への活動記事掲載        → 年間 2回 

・山梨県食育シンポジウム・食育推進事業報告会 → 年間 1 回 

・甲州市食育推進会議           → 年間 1回 



６ 実践内容（評価指標を向上させるための仮説（筋道）を含めて） 

 

 

【学校・家庭・地域の連携による奥野田健児の育成】にかかわって 

○学校・家庭・地域の連携による教科や食育の指導を通して，健康や栄養について学習することに

より，知識の獲得や興味・関心の高まり，日常生活での活用等につながり，健康な体づくりへの

正しい理解が深まるであろう。 

○児童が，自ら主体的に運動するとともに，食事摂取とのバランスの重要性を理解することにより，

健やかな体への改善が図られるであろう。 

○児童が継続的に行うことにより，児童の学校での生活習慣や学習意欲，意識などを向上させ，課

題解決への意欲が高まり，望ましい食習慣の形成につながるであろう。 

 

 

◎実践内容 

（１）学校・家庭・地域との連携事業 

① 家庭とのつながりを重視した取組 

○お弁当の日 

（全２回：土曜参観日，冬季休業中） 

 

 

 

 

 

 

○一人一鉢栽培（トマト・なす）→ PTA 広報誌の発行（一人一鉢栽培活動の特集） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○食育講演会『食を通して育みたいもの～和食文化から～』 

講師：山梨県立産業技術短期大学校 大瀬裕之 先生 

○給食試食会 

○親子料理教室 

○学校だより・食育だより等の発行 

 
（食育講演会） 



 ②地域とのつながりを重視した取組 

  ○JA と連携した取り組み 

・野菜教室     ・一人一鉢栽培，白菜の植え付け，大根の種まき 

・農園作業学習会  ・総合『米作り』（種籾の提供） 

 

 

 

 

 

 

 

  ○食生活改善推進員と連携した取組 

・親子料理教室（塩山式手ばかり・おにぎらず作り） 

・レシピ集の発行 

 

 

 

 

 

     （親子料理教室での食生活改善推進員の様子） 

  ○スポーツアスリートに学ぶ ～食と体力アップ教室～  

講師：ヴァンフォーレ甲府 島川選手 

  ○和食マナー教室  

講師：山梨県立産業技術短期大学校 大瀬裕之先生 

  ○総合『桃博士になろう』 

 ③行政とのつながりを重視した取組 

  ○食育カルタの活用 

  ○給食センター見学 

  ○ふれあい集会（全校で栽培したさつまいもを給食センターで蒸かして提供） 

 

 

 

 

 

 

 ④校内のつながりを重視した取組 

  ○保健集会：テーマ『健康に大切な食べ物について考える』 

  ○チャレンジキャンプ（宿泊学習）でのほうとう作り 

 

 

（野菜教室）       （一人一鉢栽培）      （白菜苗の植え付け） 

（食と体力アップ教室） 

（食育カルタ）        （給食センター見学の様子）    （ふれあい集会） 

（保健集会の様子） 



（２） 食に関する指導 

①土曜参観における食育授業公開（全学級） 

 

 

 

 

 

 

『げんきなからだをつくろう』   『野菜を食べよう』       『大豆のひみつ』 

 

 

 

 

 

 

 

②食育授業実践 

 

 

 

 

 

 

 

③給食時間における指導 

○塩山式手ばかりの実施（全学年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ○年間指導計画に沿った給食指導 

 

 

 

『元気のもとになる朝ごはんについて考えよう』  『五大栄養素と３つの食品グループについて考えよ 『世界の料理と日本の料理について知ろう』 

『しょくじのあいさつ』 『ごはんとみそ汁をつくろう』 『工夫しようおいしい食事』 



７ 評価指標の測定結果 

（１）共通指標について （タイトルの番号・記号は，「５ 評価指標の設定について」に対応） 

 ①児童生徒の食に関する意識に関すること 

ア 朝食を食べることへの価値 

 

  ウ 栄養バランスを考えた食事をとることへの価値 

 

オ 食事マナーを身に付けることへの価値 

 

93.4%

89.0%

5.1%

9.6%

1.5%

0.7%

0.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

２回目

1回目

思う どちらかといえば思う あまり思わない 思わない 無回答

朝ごはんを食べることが大切だと思いますか

92.7%

87.5%

5.8%

8.8%

1.5%

2.2% 0.7%

0.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

２回目

1回目

栄養バランスを考えた食事をとることは大切だと思いますか

思う どちらかといえば思う あまり思わない 思わない 無回答

84.7%

80.9%

12.4%

14.0%

1.5%

2.2%

0.7%

2.2%

0.7%

0.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

２回目

1回目

食事マナーを身につけることは大切だと思いますか

思う どちらかといえば思う あまり思わない 思わない 無回答



カ 伝統的な食文化や行事食を学ぶことへの価値 

 

 ②朝食を欠食する児童生徒の割合 

 

 ④栄養バランスを考えた食事をとっている児童生徒の割合 

 

 

 

 

73.0%

66.9%

19.0%

25.0%

5.8%

3.7%

2.2%

4.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

２回目

1回目

思う どちらかといえば思う あまり思わない 思わない 無回答

伝統的な食文化や行事食を学ぶことは大切だと思いますか

89.8%

86.8%

2.9%

6.6%

5.1%
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0.7%

1.5%

1.5%

2.2%

0.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

２回目

1回目

ほとんど毎日 週に4～5日 週に2～3日 週に1日程度 ほとんどない 無回答

朝食を毎日食べていますか

69.3%

75.0%

26.3%

17.6%

4.4%

5.1%

0.7%

1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

２回目

1回目

ほとんど毎日 週に4～5日 週に2～3日 週に1日程度 ほとんどない 無回答

主食・主菜・副菜を３つ揃えて食べることが１日２回以上あるのは，週に何日ありますか



（２）独自指標について 

①食にかかわる調査（児童） 

  ○野菜作りを行う児童・家庭 ≪目標：100％，比較対照校の結果を上回る≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ○毎日食事の手伝いをする児童 ≪目標：85％以上，比較対照校の結果を上回る≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②生活チェック 

 ○排便について ≪目標：前回調査を上回る≫ 
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排便について（全校）

毎日排便があった １～２日排便がなかった ３日以上排便がなかった 未提出・一部無回答
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食事のお手伝いをするか

ほとんど毎日手伝う 1週間に3～5回手伝う 1週間に1～2回手伝う 手伝うことはない 無回答



○睡眠時間について ≪目標：８時間以上 ８０％以上≫ 

 

③子どもの食事に対する親の意識に関する質問票（Child Feeding Questionnaire：以下，CFQ） 

≪目標：改善率 20％以上，比較対照校の結果を上回る≫ 

第 1 回より第 3 回でよい方向に変化したものの割合 

  Perceived responsibility Monitoring 

  
子どもの食事に対する責任感 

おやつやファストフード摂取に

対する把握   

  ％ ％ 

奥野田小学校 37.8 25.0 

比較対照校 57.3 33.0 

 CFQ は 7 つの領域（「子どもの食事に対する責任感」「親自身の体型への認識」「子どもの体

型への認識」「子どもの体型への心配」「おやつやファストフードに対する制限」「十分な食事

摂取の促し」「おやつやファストフードに対する把握」）に分かれている。そのうち今回の評価

では，子どもの食事への意識や関心が高まったかを検討するため，「子どもの食事に対する責任

感」と「おやつやファストフードに対する把握」の 2 領域について，第 1 回から第 3 回を比較し，

よい方向に変化があったものの割合を算出した。 

 

④食にかかわる調査（家庭） 

  ○食事の内容を意識し工夫する家庭 ≪目標：80％以上，比較対照校の結果を上回る≫ 
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対
照
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食事は、主食・主菜・副菜のそろった食事をとることが多いか

多い どちらかというと多い どちらかというと少ない 少ない 無回答



○毎食，野菜の入った料理を出す家庭 ≪目標：90％以上，比較対照校の結果を上回る≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○毎日食事作りに子どもを関わらせる家庭 ≪目標：85％以上，比較対照校の結果を上回る≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ○地域への発信・啓発・普及 

  ・授業参観における授業実践公開及び食育授業実践を各１回ずつ行い，授業参観日等を活用して

の食育講演会を 1 回実施 

・地域の方々を招いての生産物の実食として，ふれあい集会１回，親子料理教室 1回を実施 

・食育だより（１０回），給食だより（９回）の作成し配布 

・ＰＴＡ新聞（１回），レシピ集（１回）の作成し配布 

・地元ケーブルテレビでの番組放映，新聞やテレビへのニュースソースの提供，市の広報への活

動記事掲載については，地域とのつながりを重視した活動の新聞取材１回 

・山梨県食育シンポジウム（食育推進事業報告会），甲州市食育推進協議会，甲州市食育推進プ

ロジェクトに参加し，報告会を実施 
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毎食、野菜の入った料理を出しているか

毎食出している ほとんど毎食出している 半分程度出している あまり出していない 無回答
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校

食事作りの手伝いをさせることがあるか

毎日させている ときどきさせている あまりさせない まったくさせない 無回答



８ 成果と課題 

〈共通指標に関わって〉 

 ○朝食を食べること，また栄養バランスを考えた食事をとることについて 

はじめからある程度高い意識を持っていたが，様々な食育活動（野菜作り・お弁当作り・スポ

ーツアスリートとの交流など）や食育授業実践を通して，さらに意識は高まった。また，行動の

面でも栄養のことを考えて食事をするする児童が全体的に増え，朝食に関する授業を行った４年

生については，朝ご飯を食べない児童がいなくなるなどの結果が見られた。 

○食事マナーを身につけること，伝統的な食文化や行事食を学ぶことについて 

どちらも１回目より２回目の調査の方が結果がよくなっている。マナー教室や食育授業実践（食

事のあいさつ等）による指導や食育・給食だよりに行事食を取り上げるなどの働きかけもあった

からではないかと思われる。しかし，「大切だと思わない」「あまり思わない」という児童もい

た。また違う方面からのアプローチも必要である。 

 

〈独自指標に関わって〉 

○野菜作りを行う児童・家庭について 

ＪＡと連携した「一人一鉢栽培活動」により，野菜を植える活動を体験し，それを家庭に持ち

帰った。その後，家庭の協力も得ながら一枚ポートフォリオへ野菜の生長や食するまでの様子を

記録することにより，継続して野菜作りに関わる場が設定できた。このことにより，目標の 100

％を達成することができた。 

○毎日の食事の手伝いをする児童について 

食事の手伝いをする児童の目標値は 85％以上であった。「ほとんど毎日手伝う」児童の割合は

20％と低い結果であったが，「ほとんど毎日手伝う」「1 週間に 3～5 回手伝う」「1 週間に 1～2

回手伝う」児童の割合が第 1 回より第 2 回でわずかながら増加し，手伝うことがある児童の割合

は全体的に増えた。 

○毎日食事作りに子どもを関わらせる家庭について 

食事作りに子どもを関わらせる家庭については，目標値 85％以上に対し，結果は大きく下回っ

た。しかしながら，比較対照校では「毎日させている」割合が減少したのに対し，本校では「毎

日させている」割合が約 10 ポイント増加した。 

※食事の手伝いに関しては，「お弁当の日」の取り組みなどが，調理に興味を持ち実際にやって

みるという活動に結びついたと思われる。 

○排便について 

    毎日排便があった児童が１１月には半分以下に減少しており，前回調査を上回ることはできな

かった。また，１１月の調査では未提出・一部無回答が増えてしまったため，変化をみとること

ができなかった。生活全般の習慣（排便を促すバランスを考えた食事を３食きちんととる・排便

の時間が確保できるように早寝早起きをする等）を整えることを考えなければ改善していかない

のではないかと思われる。 

○睡眠時間について 

   睡眠時間が８時間以上の児童は，６月の調査では約８８％，１１月では約９５％と前回調査よ

りも増加した。また，６月・１１月の調査より，睡眠時間が８時間以上の児童が８０％以上であ

ることから，全体的に睡眠時間についてはしっかりとることができていることがわかった。 

 

 



○ＣＦＱについて 

CFQ の実施は，本校では 7月，9月，12 月の 3回，比較対照校では 7 月と 12 月の 2 回であった。

CFQ は 7 つの領域（「子どもの食事に対する責任感」「親自身の体型への認識」「子どもの体型

への認識」「子どもの体型への心配」「おやつやファストフードに対する制限」「十分な食事摂

取の促し」「おやつやファストフードに対する把握」）に分かれている。そのうち今回の評価で

は，子どもの食事への意識や関心が高まったかを検討するため，「子どもの食事に対する責任感」

と「おやつやファストフードに対する把握」の 2 領域について，第 1 回から第 3 回を比較し，よ

い方に変化があったものの割合を算出している。いずれの領域も 20％以上の改善がみられた。し

かし，2領域とも比較対照校の方が改善率は高かった。今後も家庭への働きかけが必要である。 

○食事の内容を意識し工夫する家庭について 

   家庭への食にかかわる調査も，児童と同時期の 7 月と 12 月の 2 回実施した。本指標における，

「主食・主菜・副菜のそろった食事をとることが多い」と回答した家庭の割合は，本校も比較対 

照校も第 1 回，第 2 回ともに約 30％程度であり，目標値の 80％には届かなかった。しかし，「ど 

ちらかというと多い」を含むと約 80％となり第 1 回より改善した。また，本校では「少ない」と 

回答した家庭の割合が 3 ポイント程減少し，全体的には食事内容を意識し工夫する家庭が増えた。 

さらに，授業参観・食育講演会等での家庭への働きかけもあり，家庭の意識の変化も見られ，食 

事のバランスを考えない家庭は減少した。しかし，それが行動として現れない家庭が多く，継続

した働きかけが必要である。 

○毎食，野菜の入った料理を出す家庭について 

野菜の入った料理を「毎食出している」家庭は，本校では第 1 回，第 2 回とも 39.4％と同じ値

であった。「あまり出していない」と回答した家庭の割合がわずかに減少したが，大きな変化は

見られなかった。また，比較対照校と比較すると，比較対照校の方で毎食野菜の入った料理を出

している割合が高かった。 

 ○食事内容の改善，体づくりや排便に良い献立改善について 

排便に良い献立改善については，野菜の入った献立が大きく関わってくるが，上記のようにあ 

まり改善が見られず，これが排便率が上がらなかった１つの要因ではないかと考えられる。今後

も取り組んでいきたい内容である。 

 

〈全体を通して〉 

○様々な機関と連携していくことで，広がりのある，質の高い取り組みをすることができた。 

○多方面から食に関わるアプローチをすることができ，児童の興味関心も広がり，意欲的に学ぶ

ことができた。 

○家庭と連携して取り組むことで，児童だけでなく保護者の意識を高めることにもつながった。 

○意識の変化だけでなく，行動の変化も見られた。 

○地域の人材や地域にある教材を生かして食育を進めていくことができ，今後につながる取り組

みとなった。 

●本事業を行ったことで見られた成果が，一過性のものとならないよう，今後も家庭や地域等と

連携し，取り組みを継続していく必要がある。 

●習慣化するには，発達段階に応じた，継続的な取り組みが必要である。今後も年間指導計画に

沿って，食育を推進していくことが大切である。 

●「実態把握→児童への声かけ」まではできるが，家庭に関わるところも多く，変容自体があま

り望めない部分もある。 



●栄養教諭が兼務の中での研究だったので，大変な面もあった。各校に配置されると良い。 

●食に関する部分については家庭も大きく関わっているので，引き続き家庭とつながり，相互に

関わり合う中で，家庭への啓発も含めた取り組みを行っていく必要がある。学校側から発信で

きても，家庭の協力，意識の向上へとつなげるのはなかなか難しい。今後どのように取り組ん

でいけばよいかが課題である。 

●意識や行動の変化が見られなかったところもあるので，そこについては，さらなる取り組みや

啓発の工夫が必要である。 

 

９ 情報発信と普及の計画 

○食育ノート作成・配付 

 ・教師用（全小中学校共通の食育に関する手引き書）… 市内全小中学校に配付 

 ・児童用（市内の全児童が同一の内容で食育の学習ができ，将来にわたって活用できる食育の資

料集）… 市内全小学生に配付 

 ※このデータは「甲州市教育委員会」フォルダに入れ，教師が必要に応じて利用・加工できるように

する。 

 

○レシピ集・「塩山式手ばかり」については，市のＨＰよりダウンロードできるようにする。 

 


